
番号 質問箇所 質　問　事　項 回　　　答

1
特記仕様書　２６－３－２
構造物掘削及び構造物裏込め工

構造物掘削　普通部、特殊部A、B、C、Dについて埋戻土は施工ヤードA
（またはB）に仮置くこととしていますが施工ヤードA、Bに一度に置ける土量
はどの程度でしょうか。

（古和高架橋）設計図　本線・附帯工　46/59、49/59に示す土砂仮置場の範囲に基づきお
考えください。

2
用排水溝　Ds-PBx(S)-1.00-1.00-13.5
図面　松尾横芝IC本線附帯工　74/93

貯留式浸透ボックス材料表について「プレキャスト製浸透型ボックス
1.0*1.0*1.5L　9個」、「妻壁　２個」　とありますが、構造図の様に
「本体（丸孔付）1個、本体8個」、「妻壁　1個　妻壁（接続孔φ550）1個」　と
して材料費を計上してよろしいでしょうか。

（松尾横芝インターチェンジ）設計図　本線・附帯工　74/93に示すとおり、1箇所あたり「本
体（丸孔付）1個、本体8個」、妻壁については両端に接続部があるため「妻壁（接続孔φ
550）2個」　としてお考えください。

3 用排水溝　　Ds-PBx(S)-1.00-1.00-13.5
PBx(S)1.0*1.0*13.5(M)についてプレキャスト製浸透型ボックスを使用すると
ありますが、見積は何社からとられていますかご教授願います。

積算に関する質問については、お答えできません。

4 集水ます　TYPE　O
集水ます　TYPE　O　について駆体は工場製コンクリート製品を使用すると
ありますが、見積は何社からとられていますかご教授願います。

積算に関する質問については、お答えできません。

5 古和高架橋　場所打ち杭
古和高架橋P1～A2における場所打ち杭について、柱状図からN値が５０以
上の層は「土木工事積算基準」１７－４でのL3（軟岩での掘削長）と考えて
よろしいでしょうか。

積算に関する質問については、お答えできません。

6
基礎杭（鋼管ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ杭φ1200(φ
1000)
鋼管ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ杭φ1300（φ1100）

Aﾗﾝﾌﾟ橋　A1、A2　橋台における基礎杭（鋼管ｿｲﾙｾﾒﾝﾄ）について施工基
面はフーチング底面高（A1　H=32.075　、A2　H=32.540）と考えてよろしいで
しょうか。

（松尾横芝インターチェンジ）設計図　Aﾗﾝﾌﾟ橋・Bﾗﾝﾌﾟ橋（下部工）　28～29/32に示すとお
りです。

7
見積活用方式対象単価と非対象単価に
ついて

見積対象単価が非対象単価の下位ツリーにも存在するとき（例えば「動物
侵入対策A(T)」は「施工ヤード工A（K）」の下位ツリーに数量あり）は見積活
用で採用された単価が非対象単価にも適用されるのでしょうか、あるいは
積算基準に沿って積み上げ、別単価として採用されるのでしょうか。

積算に関する質問については、お答えできません。

質問書に対する回答
首都圏中央連絡自動車道  　松尾谷津工事



番号 質問箇所 質　問　事　項 回　　　答

質問書に対する回答
首都圏中央連絡自動車道  　松尾谷津工事

8 施工ヤード工A(K)について
水路横断工Bについて材料表に敷鉄板（22*1524*6096）15.2m2とあります
が2枚敷19.8m2ではないでしょうか。

（古和高架橋）設計図　本線・附帯工　47/59に示す数量を満たすよう設置するものとお考
えください。

9 仮橋工について
仮橋工一般図に明示のボーリング柱状図(H28-B-3)について50以上のN
値の換算値をご教示願います。

貴社の施工計画に基づきお考えください。

10 工事用水について
工事用水について近隣地域等から調達すると特記仕様書にありますが、
具体的な対象はありますか。また、調達のための基本協議は済んでいると
考えてよろしいでしょうか。

貴社の施工計画に基づきお考えください。

11 週休2日推進に係る諸経費額について
特記仕様書２７－１－３において「週休2日推進に係る諸経費額」は共通仮
設費(C)、現場管理費(E)の合計とありますが、C,Eを用いて算出する一般
管理費(G)は対象としないのでしょうか。

特記仕様書２７－１－３に示すとおり、「週休2日推進に係る諸経費額」の対象額は、共通
仮設費、現場管理費の合計であり、一般管理費は対象外となります。

12 週休2日推進に係る補正額について

特記仕様書２７－１「週休2日推進に要する費用」のなかの「週休2日に係る
補正額」について、２７－１－３補正対象項目及び補正方法では(1)労務
費、機械経費(2)標準単価　（市場単価は非計上）　２７－１－３支払いでは
労務費、機械経費、標準単価に係る本工事に必要な費用で諸経費に含ま
れるものを除く全て　とありますが、労務費、機械経費、標準単価に率計上
される「諸雑費または雑品等」も「必要な費用」含まれると考えてよろしいで
しょうか。

そのとおりお考えください。


